
一緒に
考えませんか？

地域の「らしさ」を
観光政策にどう活かすのか。

観光行動研究会は、

自治体職員、DMO、研究者、地域実務者が集まり、
事例共有と共同研究を行う研究会です
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セミナーの開催案内など、
研究会からの情報発信を行っています。
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地域の
「らしさ」で
観光政策を変える

観光行動研究会プロジェクト

観光行動研究会 / 2026

研究会の目的

地域らしさの可視化

自然・歴史・食・暮らし・産業を束で捉える

施策への変換

発信・体験造成・営業販売・評価に落とし込む

事例比較

白川郷、阿蘇、金沢、伊根などを横断的に読む

観光資源が「ある／ない」ではなく、

地域の生き方として説明できるかを考えま
す。

ポスター発表と連動

外側左：裏表紙｜研究会案内 外側中央：表紙 外側右：折込面｜導入

地域の「らしさ」を研究

地域の「らしさ」がどのような要素ででき
ているのか、どうすれば「らしさ」を促進
できるのか、研究を通してあきらかにして
います。

地域の「らしさ」を診断

研究から得られた「地域のらしさ診断」
ツールを用いて、各地域の「らしさ」を診
断する取り組みを行います。

交流・事例研究

「らしさ」を大事にしている人々が集まる
研究会。他の地域ではどんなことをしてい
るのか、どんな悩みがあるのか、交流を通
して様々な学びや共感が得られます。

研究会の活動内容

本当に魅力のあるまちづくり、持続可能

な観光政策には、住人と観光客をつなぐ

地域「らしさ」が重要という視点から、

各地域の「らしさ」を可視化し、地域の

観光・活性化に活かせる知見を創出する

ことを目的として活動しています。

事務局：株式会社応用社会心理学研究所

〒540-0031 大阪市中央区北浜東1-8 北浜東森田ビル5F

TEL: 06-6941-2171

健康行動研究会事務局：㈱応用社会心理学研究所

担当：田中

1987年、社会心理学者が集まって設立したシンクタンクです。

社会心理学を応用した独自のノウハウ(行動モデル)を提供する
ことで，大手企業や学校法人のマーケティング活動・組織運
営の課題解決支援を行っています

担当名は、
TEL横で
も良いか
も。

これらは
何を示す
アイコン
ですか？

黄色で示した「目
的」部分を目立たす
方が見やすいと思い
ます。

要素という表現が伝
わる？

研究から創られた
「地域のらしさを診
断」ツール？ツール
という表現が唐突感
あり？？

大事にしている/した
い人々の集う研究
会？

観光行動研究会は、

自治体職員、DMO、研究者、地域実務者が集まり、
事例共有と共同研究を行う研究会です

観光行動研究会は、
自治体職員、DMO、研究者、地域実務者が集まり、

事例共有と共同研究を行う研究会です

https://www.secure-cloud.jp/sf/business/1786952339nHIlFDMv

「行きたい」と「住みやすい」をつなぐ
地域の価値を高めるまちづくり



研究課題
地域の「らしさ」とは？

なぜ観光政策が
成功しないのか？

資源はある

発信もしている

イベントも実施している

でも観光客が十分来てくれない

地域の「らしさ」は単に「そこにしかない」では
ありません。その「地域」にフィットした「その
地域だからこそ」の要素が必要です。
人気のチェーン店の誘致、映えるアートの設置、
新しいB級グルメや土産品の開発……
という試みをする前に、自分たちの地域の「らし
さ」は十分なのか、それが伝わる仕組みができて
いるのか、を考えることが重要です。

「らしさ」による
地域ブランディング

「らしさ」のリアリティ
～好循環サイクル～

白川郷 豪雪 ×合掌造り×結

地域の生活文化と観光資源の結びつきを読む

阿蘇 火山 ×草原 ×野焼き

地域の生活文化と観光資源の結びつきを読む

金沢 城下町 ×工芸 ×食

地域の生活文化と観光資源の結びつきを読む

研究会で一緒に行うこと

事例共有 / 診断キャンバス開発 / 自治体ヒアリング / 共同
発表

詳細・参加申込は裏面QRへ

内側左：研究背景 内側中央：分析フレーム 内側右：事例・参加導線

観光客に「らしさ」が伝わっているかを確認する

3
地域「らしさ」を実現

２つの「らしさ」評価から、本当に必要な
観光課題に気づく 行きたくなる、行く

満足
高評価
再訪意向

ブランドイメージが
はっきりする

地域の
「らしさ」

のある街づくり

住民の観光参加

地域への誇り

観光客と住民の接点によって
「らしさ」感覚増加

住民の「らしさ」
サイクル

観光客の「らしさ」
サイクル

住民の

観光施策へ

の参加

「らしさ」の

創出・顕在化

地域の

「らしさ」

のある街づくり

誇りの醸成

「らしさ」の

コンセンサス

「らしさ」

のある

まちづくり

「らしさ」に

魅力を感じて

行く

満足

高評価

再訪意向

「らしさ」の

拡散、定着

観光客のリアリティ

住民のリアリティ

地域の「らしさ」を活かした施策で観光客・住民に
「らしさ」を共有することで、さらに「らしさ」が
深まっていく好循環サイクルが生まれます。当研究会
はこの好循環サイクルを目指しています。

成功事例を真似る

流行りの施設や
店舗を増やす

「らしさ」を
デザインする

既にある
「らしさ」に気づく

〇×

独自性

一貫性 正統性

観光行動研究会では、「らしさ」のエッセ
ンスを明らかにし、それを測定・診断する
仕組みを提供しています

コンセプトと「らしさ」をどう評価する
のか
まちのらしさ指数とコンセプト評価の関
連を見る？それは迎合しすぎ

地域住民の視点

観光・市場経済に迎合しすぎ感を感じさ
せないようにすべきでは？

観光行政やっ
てますの人を

募る

当研究会は、「らしさ」という視点を以下のような
観光政策に活かしていく仕組みづくりを考えています。

2
地域のアイデンティティ
コンセプトを創出
どんな地域でありたいと思うのか整理する

３
住民・観光ステークホルダー
からの「らしさ」評価
観光に関わる主体（自治体、観光事業者、住民など）
「らしさ」が認識されているのかを確認する

5
「らしさ」のストーリーづくり

あらためて地域の「らしさ」が関係者の納得のうえで
伝わるようなストーリーを作り、観光政策の核にする

「らしさ」のあるまちづくりへ

「らしさ」をゆるぎない軸として、地域のコンセン
サスと観光ブランディングを一致させるまちづくり
の実現を目指していきます。

1 地域資源の棚卸し

今の地域のなかの価値ある観光資源に気づく

より強調

この文面がXOの上にある方が理
解しやすいような・・・

デザインって？「らしさ」
を伝える ってこと？

主体って？
誰が何を認識して
いることを、誰が
確認する？

このままでもOKなよ
うな、伝わると納得
のニュアンスが微妙
なような・・

４ 観光客からの「らしさ」評価
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